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１ 資料の収集・保存 

（１）資料の収集 

・ 資料収集の方針に基づき、貴重なコレクションを含めた資料を収集する。 

・ 収集した資料についての調査を実施し、整理・分類・登録した後、新規受入資料の写

真撮影及び収蔵番号の注記作業等を進める。 

・ 一括で寄贈を受けた貴重なコレクションについて、目録の刊行に向けた作業を進める。 

・ 貴重なコレクションを受け入れるにあたって、全体的な工程の再整備を進めるととも

に、整理するための分類を再検討する。 

 

（２）収蔵機能の強化 

・ 収蔵資料データベースの資料情報を速やかに登録するとともに、その後の資料移動の

記録や公開情報の更新を含め、システムの円滑な運用を進める。 

・ 災害発生時における被災資料の受入れや保存処理などの機能・体制整備に向け、日本

博物館協会などの動きと連動しながら、検討を進める。 

・ 収蔵庫各室の用途見直しや資料の性質に応じた保存方法の検討などにより、収蔵スペ

ースの確保に取り組む。 

 

（３）資料保存環境の維持 

・ 温湿度管理、薬剤だけに頼らない方法による虫菌害防除対策（ＩＰＭ）、災害対策、

環境調査・清掃を徹底し、適切な資料保存環境の維持に努める。 

 

（４）収蔵資料の利用への対応 

・ 収蔵資料の特別観覧や刊行物などへの使用、道内外の博物館などへの貸出しに積極的

に対応する。 

 

２ 展示 

（１）総合展示室の運営 

・ 総合展示の定期的な入替えを実施する。 

・ 障がいの有無に関わらず、すべての人が利用しやすい展示空間の整備に向けた検討を

進める。 

・ 総合展示のメンテナンスに努める。 

・ 総合展示の防犯体制の見直しを進める。 

・ 子どもの興味を喚起する展示手法を導入する。 

 

   総合展示室の利用者数（うち外国人利用者数）の目標値は、次のとおりとする。  

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

総合展示室利用者数 110,000 人 

うち外国人利用者数  4,000 人 

 

（２）企画展示の開催 

・ 民間企業と連携した、より魅力的な企画展示を開催する。 

・ 研究成果を反映した展示、収蔵資料を積極的に公開する展示、及び道民参加型の企画

展示を開催する。 

・ 次年度以降の企画展示の計画、事前調査などの準備を進める。 

 

      特別展示室の利用者数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

特別展示室利用者数 80,000 人 
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（３）アイヌ文化に関する展示事業 【アイヌ研】 

ア 総合展示室の運営 

以下の３点について、所管グループとの連携のもと、実施する。 

① クローズアップ展示の運用 

・ 第２テーマのクローズアップ展示３、４について、分野のバランスや総合的な視点を

踏まえた計画を策定し、計画に基づく入れ替えを実施する。 

・ 他テーマのクローズアップ展示にも、適宜、参加・協力を検討していく。 

・ 展示の準備から設置までを円滑に行うため、シナリオ及び資料の事前検討などを計画

的に行う。 

② 「アイヌ文化Ｑ＆Ａ」コーナーの運用 

・ 更新の計画を定め、定期的な更新を実施する。 

③ 展示資料の定期的な入替え 

・ コーナー及び資料の種別に応じた入れ替え計画に基づき、衣服・装身具及び筆録ノー

ト等の入れ替えを実施する。 

・ ｉＰａｄを利用して過去に展示してきた衣服（晴れ着）を紹介する展示について、資

料の入れ替えと連動した画像の追加・更新を実施する。 

 

イ 企画展示の開催 

・ 第１０回企画テーマ展「カムイとアイヌの ものがたり」を実施する（平成３０年２月

２日～４月８日）。実施にあたっては、「地域差・個人差が多様なアイヌの世界観につい

て、その多様性に配慮しつつ、どのようにして基本的な情報を伝えるか」「「世界観」「物

語」という“モノ”“形”をともなわないものをどのようにわかりやすく展示するか」

の２点に留意し、関係機関との協力・連携によって内容の充実を図る。 

・ 第９回企画テーマ展「弥永コレクション」のうち、主にアイヌ民族資料の整理と紹介

を分担する。展示を通して、資料の特徴や意義を適切に伝達できる解説を実施する。 

・ 平成３０年度以降の企画テーマ展、蔵出し展の計画を策定する。またアイヌ文化に関

連したテーマ・内容での特別展の開催についても検討を継続する。 

・ 既にテーマを定めている「地名から見える北海道（仮）」については、北海道命名１５０

年に当たる時期であること等を念頭に置き、開催準備を進める。 

 

ウ 巡回展の開催 

・ 平成２９年度の巡回展を開催し、３０年度以降の開催計画を策定する。策定にあたっ

ては、平成２８年度同様、地域の選択や関連して実施する事業に配慮する。 

 

３ 調査研究 

（１）調査研究の推進 

・ 地域情報集積プロジェクト４課題、「自然・歴史・文化」総合研究 4 課題を前年に引

き続き実施する。最終年度となる３課題について、成果をまとめるとともに、次年度か

らの研究課題の立ち上げに向けて、早くから検討を行う。 

・ 調査研究のあり方を検討し、研究推進を図る場として設置した調査研究ワーキングチ

ーム等において、調査研究への道民参加の具体的仕組み作り、道民の研究成果の発表の

場の確保の具体案について検討を進め、実現を図る。 

・ サハリン州郷土博物館、ロイヤル・アルバータ博物館と共同研究を継続して実施し、

合せて友好関係を深める。 

・ 月１回の定例研究報告会を継続して実施する。外部講師の招聘を検討し、実現を図る。 

・ 科学研究費補助金の継続・新規採択された研究課題について、研究成果を上げるとと

もに、館として取り組むべき研究課題のあり方について議論を進めつつ、新規課題の申

請を積極的に行う。 
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・ その他の外部資金について、情報収集を行い、研究活動と合致するものを精査し、申

請などの手続きを行う。 

 

（２）アイヌ文化に関わる調査研究の重点化 【アイヌ研】 

ア 調査研究事業 

・ 「アイヌ文化に関する資料・情報の集積プロジェクト」「アイヌ文化に関する総合的・

学際的研究プロジェクト」の２つのプロジェクトを、それぞれの個別課題に沿って進め

る。 

・ 平成２８年度で終了する個別課題について、その成果を踏まえた事業展開（展示等へ

の成果反映、新たな課題設定等）を検討し、実施する。 

・ ロシア・サハリン州郷土博物館及びカナダ・ロイヤルアルバータ博物館との共同研究

について、アイヌ文化研究において内在する課題と、海外共同研究との整合性や棲み分

けを意識し、「博物館における先住民族文化の研究・展示・資料のあり方」「アイヌ民

族文化のサハリン・北海道諸地域の地域差の比較検討」「近現代を生きたサハリン（樺

太）アイヌの足跡」等の課題のあり方を検討していく。 

・ 総合的な調査研究や展示等の成果発表の充実に繋がる資金の獲得を目指す。 

 

イ 資料収集と整備 

・ 未整理資料の整理・データ登録・配架について平成２９～３１年度で完了させる計画

を再度策定し、実施する。 

・ 新規に受け入れるキーステン・レフシン資料等の整理を進める。その際、整理・登録

の流れを全館的に確定する取り組みに参画するとともに、研究紀要等を使った継続的・

組織的な紹介の進め方を検討し、実施する。 

・ 研究プロジェクト（個別研究課題）や巡回展等の事業計画の中に資料の所在調査、情

報収集等を位置づける。 

 

ウ 資料公開 

・ 資料公開手続きを再開し、実施する。 

・ 公開計画を再策定し、年間公開点数の増加を図る。 

 

４ 北海道開拓の村の整備 

・ 平成２９年度北海道開拓の村施設整備計画にしたがって、建造物の補修工事等を実施

する。また、Wi-Fi 整備、トイレ洋式化の工事を実施する。 

・ 地方創世拠点整備交付金による「歴史文化施設におけるインバウンド交流施設整備事

業」を実施する。 

・ 平成３０年度北海道開拓の村施設整備計画を策定する。 

・ 平成２８年度に引き続き、北海道開拓の村内部展示の改修・改訂について検討を進め、

建造物内部展示改修・改訂整備計画を策定する。 

・ 「北海道百年記念施設のあり方検討報告書」をもとに、開拓の村のありかたについて、

北海道１５０年に向けた具体的な検討を進める。 

 

５ 教育普及事業 

（１）魅力あるイベントの充実 

・ 「ハイライトツアー」や「ハンズオン」など、来館者が総合展示を楽しく観覧するこ

とができるように、総合展示室内で展示解説を実施する。 

・ 子ども向けのイベント、入門的な体験型イベントなど、北海道の自然・歴史・文化を

気軽に学ぶことができる行事を実施する。 
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・ 調査研究成果を活用し、北海道の自然・歴史・文化について、より深く学ぶことがで

きる魅力ある講座・講演会を実施する。 

・ 「グループレクチャー」や「はっけんプログラム」など、団体向けのプログラムを実

施する。また、引き続き、 学校教員を対象とした博物館の利用方法についての研修会

を実施する。 

・ 「ミュージアムフェスティバル」や「バックヤードツアー」など、博物館活動そのも

のに理解を深めてもらうための行事を実施する。 

・ 利用者の満足度把握や、各種事業が修了した後に運営・企画等のさらなる見直しを行

ない、事業の改善・充実化につなげる。 

 

      イベントの参加者数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

イベント参加者数 6,000 人 

 

（２）教材の充実 

・ 「クイズシート」や「ちゃれんがラリー」など、子どもをはじめとする来館者が総合

展示の内容を楽しく学ぶことができる教材の開発についての取組を進める。 

・ より充実した多言語解説サービスのあり方について検討する。 

・ ６か国語対応のプロモーションビデオを、より多様な場面で活用する。 

・ 学校教員と連携を深め、学校教育にとってよりよい教材を開発する取組を進める。 

 

（３）はっけん広場の運営 

・ 北海道の自然・歴史・文化を対象とした「はっけんキット」をもとに、来館者の自発

的な発見を促すための空間として、はっけん広場を運営する。 

・ はっけん広場をより魅力的な空間にする「はっけんキット」の利用利便性を高めるな

ど、はっけん広場の充実化に向けた取組を行なう。 

・ はっけん広場において、学校団体などの団体利用者を対象に、北海道の自然・歴史・

文化を楽しく学んでもらうための「はっけんプログラム」を実施する。 

・ 子どもをはじめとする来館者が、北海道の自然・歴史・文化を楽しく学ぶことができ

るように、体験型の「はっけんイベント」を実施する。 

・ 北海道の自然・歴史・文化を対象とした、新たな「はっけんキット」を開発するとと

もに、より効果的な「はっけんプログラム」の充実を図る。 

・ 学校など、貸出し用の「はっけんキット」を整備し、館外への「はっけんキット」の

貸出しを実施するとともに、｢はっけんキット｣の貸出しを促進するための取組を進め

る。 

・ 引き続きはっけん広場に対する利用者ニーズの把握に取組むとともに、苦情や要望に

対する対応手順を明確化し、はっけん広場の改善・充実化に結びつける。 

 

      はっけん広場利用者数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

はっけん広場利用者数 26,000 人 

 

（４）アイヌ文化に関わる教育普及事業 【アイヌ研】 

・ 館で行う講演会・講座や、その他の教育普及事業及び巡回展などで実施する関連事業

について、内容や効果を分析し、効果的・体系的な開催につなげる。 

・ グループレクチャーの充実を図るため、情報交換と内容検討の機会を設ける。 
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６ ミュージアムエデュケーター機能の強化 

・ 館内外での研修会などへの参加を通じて、博物館の教育普及活動に必要な、職員の専

門的知識及び技能の向上を図る。 

・ より効果的な学校団体の利用を促進するために、教員などを対象とした研修会や意見

交換会を実施する。 

 

７ 道民参加型組織の整備 

・ 第１期計画「ミュージアム・パートナー」（仮称）事業を実施する。また、同パート

ナーによる博物館運営等の諮問的な組織を設置する。 

・ 道民参加の促進に向け、ボランティア組織や北海道総合博物館を支援する組織体制の

強化を図る。 

・ 文化庁などからの外部資金を獲得し、全道規模の博物館ネットワーク、ミュージアム・

パートナー事業などの推進と強化を図る。 

・ 道民参加型の事業を検討し、実施する。 

 

８ 施設及び周辺環境の整備 

（１）館内施設の整備と活用 

・ ミュージアムショップ等のアメニティ施設の充実に向け、指定管理者を含めた検討を

進める。 

・ オリジナルグッズの開発に向けた取組を進める。 

・ 記念ホール等の活用の一層の推進のため、「博物館施設活用基準（仮称）」等の検討・

策定を行う。 

 

（２）周辺環境の整備 

・ サインの統一化について、森林公園内土地所有者（国有林、道有林）と野幌森林公園

管理運営協議会等の場で検討を進める。 

・ 屋上スカイビューは、４月２９日から９月２３日までの祝日開館日（計８日間）の

10:00～16:00 に開放する。 

 

（３）野幌森林公園内施設との一体的な取組の推進 

・ ホームページの運営など一体的な広報活動をはじめ、北海道博物館、開拓の村、自然

ふれあい交流館の連携に向けた取組を進める。 

 

９ 広報 

（１）広報活動の強化 

・ あらゆる広報媒体を活用し、職員全員で積極的な広報活動を展開する。 

・ 愛称「森のちゃれんが」とロゴマークを積極的に当館発行の広報媒体やサインなどに

活用するとともに、他機関の媒体においてもその発信を働きかけ、道民への浸透を図る。 

・ 北海道博物館プロモーションビデオをさまざまな機会・場所で積極的に活用し、利用

者促進に結びつける。 

・ 各媒体からの照会にともなう広報を継続しつつ、戦略的に働きかけていく広報体制を

強化し、実践する。 

・ 平成２８年度要覧を刊行する。 

 

      ホームページのアクセス数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

ホームページのアクセス数（トップページ） 190,000 件 
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（２）赤れんが庁舎の活用及び他機関との連携 

・ 平成２９年３月に改善を予定している新「北海道博物館赤れんがサテライト」の空間

が、より魅力のある空間へと改善されたかどうか、効果検証を行なう。 

・ 道内博物館の情報発信機能の充実を含め、新「北海道博物館赤れんがサテライト」の

運用戦略を策定し、実行する。 

・ 「サイエンスパーク」や｢かるちゃる net｣など他機関との連携事業に積極的に参画し、

利用者と直に接する広報活動を展開する。 

・ 「北海道博物館赤れんがサテライト」において、利用者と直に接する広報活動を展開

する。 

・ 「北海道博物館赤れんがサテライト」の運営が、どれだけ北海道博物館への誘客へと

つながっているか、定量的に把握し、改善・充実化への取組を行なう。 

 

１０ 評価制度の活用と利用者ニーズの把握 

・ 北海道立総合博物館協議会（年２回）とアイヌ民族文化研究センター専門部会（年１

回）などの円滑な実施と運営を行う。平成２９年度は、第１期中期目標・計画（平成２

７～平成３１年度）の中間外部評価を実施する。 

・ 内部評価の実施と運営を行う。 

・ アンケート調査などによるオーディエンス・リサーチを実施する（４回）。 

 

      利用者の満足度の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

利用者満足度 80 パーセント 

 

１１ 博物館ネットワーク 

（１）各種博物館団体との連携 

・ 日本博物館協会、全国歴史民俗系博物館協議会などとの連携により、北海道と全国の

博物館をつなぐ役割を果たす。 

・ 北海道博物館協会事務局を通じて、地域ブロック別や館種別の組織の活動を積極的に

支援する。 

 

（２）博物館交流の促進 

・ 地域の博物館、図書館、教育委員会などと連携し、共同研究、共同事業などを通じて

地域との協働・交流を促進する。 

・ 北海道博物館や道内各地において、道内の博物館職員を対象とした博物館学系の研修

会の実施に向けた検討を進める。 

・ 連携・協力に関して、地域の博物館や学校などのニーズの把握に努める。 

 

      道内市町村等との連携・協力件数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

道内市町村等との連携・協力件数 45 件 

 

１２ 情報発信 

（１）アイヌ文化に関する学術情報の集約と発信 【アイヌ研】 

ア 情報発信方策の再検討 

・ 現在及び今後の北海道博物館によるウェブサイト及び学術情報発信のあり方の中で、

アイヌ民族文化研究センターとしての情報発信の位置付けを再検討する（ウェブサイト

上でのページ・コンテンツの設定等）。 

・ 上記と並行して「ほっかいどうアイヌ語アーカイブ」の整備計画を策定する。 
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イ 学術情報の集積 

・ 収蔵資料のデータ整備を行う。 

・ 北海道がこれまでに実施してきたアイヌ文化に関する調査事業の成果や調査データの

集約に向け関係機関との協議を進め、データ提供に向けた情報整備を進める。 

 

（２）ＩＣＴなどを活用した情報発信機能の強化 

・ 北海道博物館の収蔵資料、図書、刊行物に関するデータの整備作業を引き続き進め、

インターネット上での公開に向けた取組を進める。 

・ ウェブサイトおよびツイッターを運営し、館内の多様な情報を発信する。 

・ 館内の ICT の充実・活用を包括的かつ一元的に検討するために、平成２９年度発足予

定のワーキングチームと連携しながらソーシャルメディアの一層の活用を進め、多様な

媒体による北海道博物館の諸情報の発信力を強化する。 

 

（３）道民の「知りたい」気持ちへの支援 

・ 北海道の自然・歴史・文化に関わる道民向け蔵書の充実化を進め、図書室での利用を

促進する。 

・ 図書室の基本的な機能をさらに充実させるとともに、道民向けの蔵書の充実、展示等

と連動した開架コーナーの更新など、図書室利用の促進につながる取り組みを進める。 

・ 昨年度から開始したレファレンスの集計記録を着実に実施するとともに、1 年の実績

を踏まえたマニュアルの見直しを図る。また、レファレンス内容について館内で情報を

共有化する仕組みを作る取組を進める。 

 

      来館しない利用者による利用件数の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 29 年度） 

写真の提供件数  90 件 

レファレンス件数 800 件 

アンケート、その他の利用件数  100 件 

 

（４）アイヌ文化に関する学習や伝承活動の支援 【アイヌ研】 

・ 博物館・研究機関としての役割を踏まえた支援ができるよう、調査研究を着実に進め、

所蔵資料を整理し、発信・提供できる成果や情報を充実させる。平成２９年度は次の２

点を実施する。 

① ホームページでの情報の追加や更新の体制を定め直し、情報発信を再開する。 

② レファレンス対応の記録票の定型化を踏まえ、これらの情報の共有化による対

応力の向上を図る。 

 

１３ 人材育成機能の強化 

（１）博物館実習生やインターンシップなどの受入れ 

・ 博物館実習（館務実習）を夏季に１回実施する。 

・ 博物館実習（見学実習）やインターンシップを積極的に受け入れる。 

・ 博物館実習の内容についての効果測定を行い、その結果を反映させたより効果的な実

習プログラムの構築に向けた取組を進める。 

・ 教員を目指す学生が博物館の活用方法について学ぶ機会を創出するため、大学などの

授業や研修の講師として当館の職員を積極的に派遣する。 

 

（２）外来研究員の受入 

・ 外部研究者や大学院生などを外来研究員として受入れるため、規定類の整備など体制

構築を行う。 
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（３）派遣研修 

・ 外部機関が開催する、博物館学系（特に展示や普及教育など）の研修会などに当館職

員を参加させる。 

 

１４ 研究成果の発信と社会貢献 

（１）学術刊行物などの刊行 

・ 『北海道博物館研究紀要』『北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第

３号を刊行する。 

・ 研究紀要のウェブサイト上での公開を進めるとともに、旧開拓記念館・旧アイヌ民族

文化研究センターの学術刊行物等についても遡及して著作権等の処理を進め、可能なも

のから順次、電子媒体での公開を進める。 

・ 特別展の開催に合わせて展示図録を刊行する。 

・ 企画テーマ展の開催に合わせて解説パンフレットを刊行する。 

 

（２）学会への発信 

・ 学芸職員、研究職員による積極的な学会等での発表を促進するとともに、研究グルー

プないし北海道博物館としての研究成果発信のあり方や方法について検討を進める。 

 

（３）職員の対外貢献 

・ 各種委員や非常勤講師等への就任、共同研究等への参画、講演会・講座等への講師の

派遣、その他専門的知見の提供など、外部機関の活動に対して積極的に協力する。 

 

（４）外部機関との事業連携 

・ 引き続き、各市町村や民間企業等と連携・共同して行う事業を推進するとともに、外

部機関の事業への協力や後援等を積極的に行う。 

 

（５）道民の豊かな暮らしづくり・北海道の未来づくりへの貢献 

・ 政策事業の推進と実施を積極的に行い、中核的な博物館としての役割を担う。 

・ 北海道１５０年事業への積極的なアプローチを行う（特に、特別展「松浦武四郎」展

の開催に向けた準備、「北海道百年記念施設」の今後の整備等について、検討を具体化

させる）。 

・ 北海道の自然・歴史・文化を総合的に研究する機関として、北海道が抱える諸問題の

解決に貢献するための取組を進める。 

 

      社会貢献の目標値は、次のとおりとする。 

設  定  内  容 目標値（平成 28 年度） 

新聞・報道対応の件数 

計 600 件 

学会発表の件数 

学術雑誌等への寄稿の件数 

招待講演の件数 

各種委員・共同研究員等委嘱の件数 

その他の件数 

 

（６）アイヌ文化研究の発信 【アイヌ研】 

・ 『北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第３号を刊行する。 

・ 平成２９年度に開催する企画テーマ展に調査研究課題の成果を反映させていく。 

・ 『アイヌ文化紹介小冊子』収録の学習情報を改訂して再発行し、対外的な提供体制を

整備する。 



－９－ 

 

・ 「ちゃれんがニュース」等を通じてアイヌ民族文化研究センターの活動をわかりやす

く発信する。 

 

【外部評価項目】ガバナンス体制の育成 

（１）館内の意思決定機関の育成 

・ 運営会議のスムーズな運営と意思決定機関としての能力をより高めるため、各グルー

プ間の事前調整はもとより、特に資料のスリム化、事前配付を徹底する。 

・ 事業の着実な推進を図るため、懸案事項と本評価との整合性を図りつつ、優先的に取

り組む事業を明確化し、予算要求に反映させるとともに、管理職による事業の進行管理

を強化する。 

・ 博物館事業に対する理解の促進と道内外の関係機関への PR を図るため、視察対応の

一層の充実が必要であり、より柔軟な受け入れ体制の整備を進める。 

 

（２）研究センター内の意思決定機関の育成 

・ 研究センターの運営・事業推進に係る検討の場について、次の通り計画し、運営にあ

たる。 

① 調査研究等の基本方針については、館の運営会議以下の各検討会議を踏まえつつ、

館内でアイヌ民族文化担当副館長、センター長及び非常勤研究職員による検討会

議を随時開催する。 

② 研究センター職員による会議を定例化し、その際参集できない職員についても持

ち回りなどによる情報共有を確保する。 

③ 研究センターとしての会議や研究業務を円滑に実施できるよう、学芸部・総務部

業務との整合性を図れる時間配分を措置する。 

 

 （３）道庁の支援体制の育成 

・ 博物館の課題について、情報の共有化を図り、適切な連携のもと解決を図る。 
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【別添資料】 

平成２９年度アイヌ民族文化研究センター 

事業計画（抜粋） 
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１ 展示事業 

１）総合展示 

以下の３点について、所管グループとの連携のもと、実施する。 

① クローズアップ展示の運用 

・ 第２テーマのクローズアップ展示３、４について、分野のバランスや総合的な視

点を踏まえた計画を策定し、計画に基づく入れ替えを実施する。 

・ 他テーマのクローズアップ展示にも、適宜、参加・協力を検討していく。 

・ 展示の準備から設置までを円滑に行うため、シナリオ及び資料の事前検討などを

計画的に行う。 

② 「アイヌ文化Ｑ＆Ａ」コーナーの運用 

・ 更新の計画を定め、定期的な更新を実施する。 

③ 展示資料の定期的な入替え 

・ コーナー及び資料の種別に応じた入れ替え計画に基づき、衣服・装身具及び筆録

ノート等の入れ替えを実施する。 

・ ｉＰａｄを利用して過去に展示してきた衣服（晴れ着）を紹介する展示について、

資料の入れ替えと連動した画像の追加・更新を実施する。 

 

２）企画展等 

・ 第１０回企画テーマ展「カムイとアイヌの ものがたり」を実施する。実施にあたって

は、「地域差・個人差が多様なアイヌの世界観について、その多様性に配慮しつつ、ど

のようにして基本的な情報を伝えるか」「「世界観」「物語」という“モノ”“形”をとも

なわないものをどのようにわかりやすく展示するか」の２点に留意し、関係機関との協

力・連携によって内容の充実を図る。 

・ 第９回企画テーマ展「弥永コレクション」のうち、主にアイヌ民族資料の整理と紹介

を分担する。展示を通して、資料の特徴や意義を適切に伝達できる解説を実施する。 

・ 平成３０年度以降の企画テーマ展、蔵出し展の計画を策定する。またアイヌ文化に関

連したテーマ・内容での特別展の開催についても検討を継続する。 

・ 既にテーマを定めている「地名から見える北海道（仮）」については、北海道命名１５０

年に当たる時期であること等を念頭に置き、開催準備を進める。 

 

３）巡回展 

・ 平成２９年度の巡回展を開催し、３０年度以降の開催計画を策定する。策定にあたっ

ては、平成２８年度同様、地域の選択や関連して実施する事業に配慮する。 

 

２ 調査研究事業 

・ 「アイヌ文化に関する資料・情報の集積プロジェクト」「アイヌ文化に関する総合的・

学際的研究プロジェクト」の２つのプロジェクトを、それぞれの個別課題に沿って進め

る。 

・ 平成２８年度で終了する個別課題について、その成果を踏まえた事業展開（展示等へ

の成果反映、新たな課題設定等）を検討し、実施する。 

・ ロシア・サハリン州郷土博物館及びカナダ・ロイヤルアルバータ博物館との共同研究

について、アイヌ文化研究において内在する課題と、海外共同研究との整合性や棲み分

けを意識し、「博物館における先住民族文化の研究・展示・資料のあり方」「アイヌ民

族文化のサハリン・北海道諸地域の地域差の比較検討」「近現代を生きたサハリン（樺

太）アイヌの足跡」等の課題のあり方を検討していく。 

・ 総合的な調査研究や展示等の成果発表の充実に繋がる資金の獲得を目指す。 

 

 



－１３－ 

 

３ 資料・情報の収集・整備事業 

・ 未整理資料の整理・データ登録・配架について平成２９～３１年度で完了させる計画

を再度策定し、実施する。 

・ 新規に受け入れるキーステン・レフシン資料等の整理を進める。その際、整理・登録

の流れを全館的に確定する取り組みに参画するとともに、研究紀要等を使った継続的・

組織的な紹介の進め方を検討し、実施する。 

・ 研究プロジェクト（個別研究課題）や巡回展等の事業計画の中に資料の所在調査、情

報収集等を位置づける。 

 

４ 資料・情報等の公開・提供事業 

１）資料の公開 

・ 資料公開手続きを再開し、実施する。 

・ 公開計画を再策定し、年間公開点数の増加を図る。 

 

２）情報発信 

（１）情報発信方策の再検討 

・ 現在及び今後の北海道博物館によるウェブサイト及び学術情報発信のあり方の中で、

アイヌ民族文化研究センターとしての情報発信の位置付けを再検討する（ウェブサイト

上でのページ・コンテンツの設定等）。 

・ 上記と並行して「ほっかいどうアイヌ語アーカイブ」の整備計画を策定する。 

 

（２）学術情報の集積 

・ 収蔵資料のデータ整備を行う。 

・ 北海道がこれまでに実施してきたアイヌ文化に関する調査事業の成果や調査データの

集約に向け関係機関との協議を進め、データ提供に向けた情報整備を進める。 

 

（３）学習・伝承活動への支援 

・ 博物館・研究機関としての役割を踏まえた支援ができるよう、調査研究を着実に進め、

所蔵資料を整理し、発信・提供できる成果や情報を充実させる。平成２９年度は次の２

点を実施する。 

① ホームページでの情報の追加や更新の体制を定め直し、情報発信を再開する。 

② レファレンス対応の記録票の定型化を踏まえ、これらの情報の共有化による対応

力の向上を図る。 

 

５ 成果の普及事業 

１）教育普及 

・ 館で行う講演会・講座や、その他の教育普及事業及び巡回展などで実施する関連事業

について、内容や効果を分析し、効果的・体系的な開催につなげる。 

・ グループレクチャーの充実を図るため、情報交換と内容検討の機会を設ける。 

 

２）研究成果の提供 

・ 『北海道博物館アイヌ民族文化研究センター研究紀要』第３号を刊行する。 

・ 平成２９年度に開催する企画テーマ展に調査研究課題の成果を反映させていく。 

・ 『アイヌ文化紹介小冊子』収録の学習情報を改訂して再発行し、対外的な提供体制を

整備する。 

・ 「ちゃれんがニュース」等を通じてアイヌ民族文化研究センターの活動をわかりやす

く発信する。 
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平
成

２
９

年
度

　
特

別
展

・企
画

テ
ー

マ
展

実
施

計
画

区
分

タ
イ

ト
ル

チ
ー

ム

期
間

概
要

広
報

文

備
考

特
別

展
示

室

第
3回

特
別

展

プ
レ

イ
ボ

ー
ル

！
―

北
海

道
と

野
球

を
め

ぐ
る

物
語

―

三
浦

泰
之

（チ
ー

フ
）、

会
田

理
人

（サ
ブ

チ
ー

フ
）、

舟
山

直
治

、
村

上
孝

一
、

山
田

伸
一

、
栗

原
憲

一

7月
8日

（土
）～

9月
24

日
（日

）

第
8回

企
画

テ
ー

マ
展

夜
の

森
―

よ
う

こ
そ

！
動

物
た

ち
の

世
界

へ
―

表
渓

太
（チ

ー
フ

）、
堀

繁
久

、
水

島
未

記

4月
28

日
（金

）～
6月

4日
（日

）

夜
行

性
の

哺
乳

類
や

鳥
類

の
生

態
を

主
に

剥
製

標
本

を
用

い
て

紹
介

す
る

。
北

海
道

の
夜

の
森

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
展

示
室

を
め

ぐ
っ

て
動

物
を

探
し

、
普

段
は

接
す

る
こ

と
の

な
い

夜
の

森
の

雰
囲

気
を

体
感

す
る

こ
と

で
、

自
然

や
動

物
に

興
味

を
も

っ
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

日
が

し
ず

む
と

森
の

動
物

た
ち

は
元

気
に

動
き

は
じ

め
ま

す
。

北
海

道
博

物
館

に
出

現
し

た
夜

の
森

を
探

検
し

よ
う

！
 や

み
に

光
る

目
、

草
を

ふ
む

音
、

空
を

わ
た

る
影

。
さ

あ
、

こ
わ

が
ら

な
い

で
。

い
つ

も
は

見
る

こ
と

の
で

き
な

い
動

物
た

ち
の

す
が

た
を

、
そ

っ
と

の
ぞ

い
て

み
ま

せ
ん

か
？

北
海

道
の

ス
ポ

ー
ツ

史
、

ス
ポ

ー
ツ

文
化

を
語

る
上

で
、

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
、

ま
た

、
娯

楽
と

し
て

、
根

強
い

人
気

を
誇

る
野

球
は

外
せ

な
い

。
平

成
2
8
年

(2
0
1
6
)は

、
北

海
道

日
本

ハ
ム

フ
ァ

イ
タ

ー
ズ

の
日

本
シ

リ
ー

ズ
制

覇
、

夏
の

甲
子

園
で

の
北

海
高

校
の

準
優

勝
も

あ
り

、
道

内
で

の
野

球
へ

の
関

心
は

高
ま

り
を

見
せ

て
い

る
。

そ
こ

で
、

道
内

初
の

「
野

球
」
を

テ
ー

マ
に

し
た

大
規

模
な

企
画

展
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

北
海

道
に

お
け

る
、

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
、

ま
た

、
娯

楽
と

し
て

の
野

球
の

歩
み

を
ふ

り
か

え
る

と
と

も
に

、
北

海
道

の
歴

史
や

産
業

、
生

活
文

化
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

も
紹

介
す

る
。

2
0
1
6
年

に
お

け
る

北
海

道
日

本
ハ

ム
フ

ァ
イ

タ
ー

ズ
の

日
本

シ
リ

ー
ズ

制
覇

、
夏

の
甲

子
園

で
の

北
海

高
校

の
活

躍
は

、
み

な
さ

ん
の

記
憶

に
新

し
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
　

い
ま

か
ら

1
4
0
年

ほ
ど

前
に

北
海

道
へ

伝
わ

っ
て

き
た

野
球

は
、

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
、

遊
び

と
し

て
、

北
海

道
の

社
会

や
産

業
、

く
ら

し
の

う
つ

り
か

わ
り

と
深

く
結

び
つ

き
な

が
ら

、
た

く
さ

ん
の

人
び

と
に

親
し

ま
れ

て
き

ま
し

た
。

こ
の

特
別

展
で

は
、

そ
ん

な
北

海
道

に
お

け
る

野
球

の
歩

み
を

、
数

々
の

実
物

資
料

や
写

真
な

ど
か

ら
紹

介
し

ま
す

。
そ

れ
で

は
、

始
め

ま
し

ょ
う

、
プ

レ
イ

ボ
ー

ル
！

第
9回

企
画

テ
ー

マ
展

弥
永

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

堀
繁

久
（チ

ー
フ

）、
山

際
秀

紀
（サ

ブ
チ

ー
フ

）、
尾

曲
香

織
･青

柳
か

つ
ら

（生
活

）、
右

代
啓

視
･三

浦
泰

之
（歴

史
）、

大
坂

拓
･小

川
正

人
（ア

イ
ヌ

）、
表

渓
太

･添
田

雄
二

（自
然

）

10
月

2
0日

（金
）～

11
月

26
日

（日
）

弥
永

芳
子

氏
が

長
年

に
わ

た
り

北
海

道
各

地
を

歩
き

調
査

・
収

集
し

、
弥

永
北

海
道

博
物

館
で

展
示

公
開

・
保

管
さ

れ
て

き
た

砂
金

等
の

鉱
物

、
琥

珀
、

化
石

、
ア

イ
ヌ

民
族

資
料

、
考

古
遺

物
、

絵
画

、
文

書
、

貨
幣

、
貝

な
ど

、
当

館
に

寄
贈

さ
れ

た
弥

永
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

一
堂

に
公

開
す

る
。

こ
れ

ら
北

海
道

の
自

然
・

歴
史

・
文

化
に

関
わ

る
貴

重
な

資
料

と
、

弥
永

氏
の

調
査

・
研

究
の

成
果

に
つ

い
て

広
く
道

民
に

紹
介

す
る

。

弥
永

北
海

道
博

物
館

を
運

営
し

て
い

た
弥

永
芳

子
氏

か
ら

寄
贈

を
受

け
た

砂
金

や
貨

幣
、

絵
画

な
ど

の
貴

重
な

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
一

堂
に

公
開

し
ま

す
。

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

に
欠

か
せ

な
い

〈
カ

ム
イ

〉
と

い
う

存
在

。
ア

イ
ヌ

民
族

が
伝

え
て

き
た

物
語

な
ど

に
描

か
れ

た
カ

ム
イ

の
す

が
た

や
、

カ
ム

イ
と

〈
ア

イ
ヌ

（
人

間
）
〉
と

の
関

わ
り

合
い

の
よ

う
す

を
通

し
て

、
ア

イ
ヌ

民
族

の
信

仰
や

世
界

観
を

紹
介

し
ま

す
。

第
10

回
企

画
テ

ー
マ

展

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
の

物
語

小
川

正
人

（チ
ー

フ
）、

大
谷

洋
一

（サ
ブ

チ
ー

フ
）、

遠
藤

志
保

2月
2日

（金
）～

4月
8日

（日
）

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

に
お

い
て

、
カ

ム
イ

と
い

う
存

在
に

つ
い

て
の

知
見

は
そ

の
第

一
歩

と
言

う
べ

き
位

置
を

占
め

る
。

ア
イ

ヌ
民

族
の

伝
統

的
な

信
仰

で
は

、
こ

の
世

界
で

は
、

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
（
人

間
）
が

関
わ

り
あ

い
影

響
を

及
ぼ

し
あ

っ
て

い
る

と
さ

れ
て

お
り

、
カ

ム
イ

の
こ

と
を

よ
り

知
る

こ
と

で
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

理
解

も
い

っ
そ

う
深

ま
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
一

方
で

、
カ

ム
イ

つ
い

て
は

、
簡

単
な

説
明

だ
け

で
は

尽
く
せ

る
も

の
で

は
な

く
、

地
域

な
ど

に
よ

る
違

い
も

さ
ま

ざ
ま

で
あ

り
、

そ
の

た
め

に
単

純
化

さ
れ

た
誤

解
も

未
だ

多
く
見

受
け

ら
れ

る
。

そ
こ

で
、

北
海

道
博

物
館

と
し

て
ア

イ
ヌ

文
化

を
主

題
に

据
え

た
企

画
テ

ー
マ

展
の

最
初

は
、

ア
イ

ヌ
文

化
の

中
で

も
伝

統
的

な
世

界
観

・
信

仰
の

軸
に

な
る

、
〈
カ

ム
イ

〉
と

〈
ア

イ
ヌ

（
人

間
）
〉
の

関
わ

り
を

主
題

と
す

る
。

展
示

の
方

法
と

し
て

、
一

般
の

関
心

も
高

く
、

ま
た

〈
カ

ム
イ

〉
と

〈
ア

イ
ヌ

〉
の

す
が

た
や

お
互

い
の

仕
来

り
を

具
体

的
に

語
っ

て
い

る
場

面
が

豊
富

な
〈
物

語
〉
を

主
な

い
と

ぐ
ち

と
し

て
紹

介
す

る
か

た
ち

を
基

本
と

す
る

。
展

示
の

手
法

と
し

て
、

子
ど

も
や

家
族

連
れ

で
も

楽
し

み
な

が
ら

観
覧

で
き

る
よ

う
、

ア
イ

ヌ
民

族
の

口
頭

伝
承

か
ら

み
え

る
カ

ム
イ

た
ち

の
さ

ま
ざ

ま
な

す
が

た
、

カ
ム

イ
と

ア
イ

ヌ
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

、
イ

ラ
ス

ト
や

動
画

を
活

用
し

な
が

ら
、

ま
た

、
当

館
の

特
徴

を
活

か
し

て
、

生
物

学
や

地
学

な
ど

当
館

の
諸

分
野

の
知

見
も

参
照

し
な

が
ら

、
わ

か
り

や
す

く
、

興
味

深
い

内
容

で
紹

介
す

る
こ

と
を

目
指

す
。



平
成

２
９

年
度

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
展

示
更

新
計

画

生
誕

20
0年

　
旅

の
巨

人
・松

浦
武

四
郎

ヨ
イ

チ
場

所
請

負
人

林
家

の
古

文
書

大
正

・昭
和

期
に

道
内

各
地

を
渡

り
歩

き
、

馬
を

描
き

続
け

た
画

家
・畠

中
露

山
。

水
墨

で
描

か
れ

た
堂

々
た

る
馬

の
肖

像
画

を
紹

介
し

ま
す

。
（春

木
）

江
戸

時
代

お
わ

り
ご

ろ
、

蝦
夷

地
と

呼
ば

れ
て

い
た

北
海

道
を

6回
に

わ
た

っ
て

踏
査

し
、

数
多

く
の

記
録

を
残

し
た

松
浦

武
四

郎
。

20
18

（平
成

30
）年

に
生

誕
20

0年
を

迎
え

る
武

四
郎

ゆ
か

り
の

資
料

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

（三
浦

）

札
幌

の
百

貨
店

松
前

藩
家

臣
近

藤
家

の
古

文
書

馬
の

肖
像

画
家

・畠
中

露
山

2

カ
タ

ツ
ム

リ
の

仲
間

は
移

動
が

苦
手

な
た

め
、

そ
の

場
所

ご
と

に
独

自
に

進
化

し
て

色
や

形
が

違
っ

て
い

る
場

合
が

し
ば

し
ば

あ
り

ま
す

。
北

海
道

の
カ

タ
ツ

ム
リ

の
多

様
性

を
紹

介
し

ま
す

。
（
堀

）

札
幌

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

文
字

に
記

さ
れ

た
ア

イ
ヌ

語
 ―

1
8～

19
世

紀
頃

の
資

料
か

ら
―

先
祖

供
養

を
行

う
と

き
の

屋
内

木
の

実
・草

の
実

や
タ

ネ
に

か
く
さ

れ
た

、
植

物
が

子
孫

を
の

こ
す

た
め

の
ヒ

ミ
ツ

に
せ

ま
り

ま
す

。
 （

水
島

）

た
く
ぎ

ん
（北

海
道

拓
殖

銀
行

）

山
田

秀
三

と
ア

イ
ヌ

語
地

名
を

歩
く
 ―

登
別

―

1
97

2（
昭

和
47

）年
2月

3日
～

13
日

の
会

期
で

、
札

幌
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
冬

季
大

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

招
致

運
動

か
ら

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

閉
幕

ま
で

、
ア

ジ
ア

で
初

め
て

の
冬

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
を

紹
介

し
ま

す
。

（山
田

）

19
00

（明
治

33
）年

4月
に

営
業

を
開

始
し

、
19

98
（平

成
10

）年
に

看
板

を
下

ろ
し

た
「た

く
ぎ

ん
」（

北
海

道
拓

殖
銀

行
）。

さ
ま

ざ
ま

な
「た

く
ぎ

ん
」資

料
群

の
な

か
か

ら
、

高
度

経
済

成
長

期
の

北
海

道
の

経
済

や
産

業
、

人
び

と
の

く
ら

し
と

関
係

の
深

い
も

の
を

紹
介

し
ま

す
。

（会
田

）

体
を

支
え

る
た

く
さ

ん
の

骨
に

は
ひ

と
つ

と
し

て
同

じ
か

た
ち

の
も

の
は

あ
り

ま
せ

ん
。

い
ろ

い
ろ

な
部

分
の

ウ
マ

の
骨

、
ど

れ
が

ど
こ

の
骨

で
し

ょ
う

？
あ

な
た

は
い

く
つ

分
か

る
か

な
。

（表
）

祈
り

の
造

形
 ─

死
者

を
悼

む
―

《
松

前
江

差
屏

風
》を

読
む

《
蝦

夷
風

俗
十

二
ヶ

月
屏

風
》を

読
む

（右
隻

：1
〜

6月
）

新
選

組
の

元
幹

部
隊

士
　

永
倉

新
八5

6
7

8

2
0
1
7

4

1
0
月

7
日

（
土

）
～

1
2
月

1
6
日

（
土

）
～

2
0
1
8

3
9

10
11

12
1

2
月

3
日

（
土

）
～

本
州

か
ら

渡
っ

て
き

た
船

で
に

ぎ
わ

う
18

世
紀

中
ご

ろ
の

松
前

、
江

差
湊

の
様

子
を

描
い

た
屏

風
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

1
9世

紀
中

ご
ろ

の
ア

イ
ヌ

民
族

の
一

年
間

の
生

活
の

う
つ

り
か

わ
り

や
、

場
所

請
負

制
と

い
う

し
く
み

の
も

と
で

変
わ

り
つ

つ
あ

る
ア

イ
ヌ

民
族

の
様

子
を

描
い

た
屏

風
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

19
世

紀
中

ご
ろ

の
ア

イ
ヌ

民
族

の
一

年
間

の
生

活
の

う
つ

り
か

わ
り

や
、

場
所

請
負

制
と

い
う

し
く
み

の
も

と
で

変
わ

り
つ

つ
あ

る
ア

イ
ヌ

民
族

の
様

子
を

描
い

た
屏

風
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

江
戸

時
代

の
松

前
・蝦

夷
地

に
お

い
て

、
イ

シ
カ

リ
場

所
請

負
人

等
と

し
て

活
躍

し
た

豪
商

・村
山

家
の

古
文

書
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

松
前

藩
の

上
級

藩
士

と
し

て
活

躍
し

た
近

藤
家

に
伝

わ
る

古
文

書
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

場
所

請
負

制
下

の
漁

場
経

営
や

ア
イ

ヌ
社

会
の

様
子

な
ど

を
具

体
的

に
知

る
こ

と
が

で
き

る
貴

重
な

古
文

書
を

紹
介

し
ま

す
。

（東
）

《蝦
夷

風
俗

十
二

ヶ
月

屏
風

》を
読

む
（左

隻
：7

〜
12

月
）

4
月

8
日

（
土

）
～

6
月

3
日

（
土

）
～

8
月

5
日

（
土

）
～

豪
商

村
山

家
の

古
文

書

1

江
戸

時
代

お
わ

り
ご

ろ
の

京
都

で
、

幕
府

に
敵

対
す

る
志

士
な

ど
を

と
り

し
ま

っ
た

新
選

組
。

そ
の

幹
部

隊
士

の
一

人
で

あ
っ

た
、

永
倉

新
八

ゆ
か

り
の

資
料

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

（三
浦

）

1
87

0（
明

治
3）

年
の

夏
、

北
海

道
を

訪
れ

開
道

と
巡

教
の

旅
を

し
た

、
東

本
願

寺
現

如
上

人
と

そ
の

一
行

。
道

中
の

景
色

を
描

い
た

鮮
か

な
錦

絵
を

紹
介

し
ま

す
。

（春
木

）

北
海

道
の

風
景

や
名

産
品

な
ど

を
テ

ー
マ

に
、

江
戸

時
代

か
ら

明
治

時
代

に
か

け
て

作
ら

れ
た

双
六

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

（三
浦

）

江
戸

時
代

の
後

半
、

絵
師

達
は

見
知

ら
ぬ

ア
イ

ヌ
民

族
を

、
工

夫
を

凝
ら

し
て

描
き

ま
し

た
。

幕
末

の
松

前
の

絵
師

・早
坂

文
嶺

の
絵

に
、

そ
の

工
夫

の
様

相
を

探
り

ま
す

。
（春

木
）

2

開
道

の
旅

 ―
《
北

海
道

巡
教

錦
絵

》―
北

海
道

の
双

六
あ

れ
こ

れ
ア

イ
ヌ

民
族

を
描

く
 ―

早
坂

文
嶺

と
《蝦

夷
島

奇
観

》―

岩
手

県
か

ら
北

海
道

へ
渡

っ
た

神
楽

ア
イ

ヌ
語

地
名

研
究

の
第

一
人

者
・山

田
秀

三
（
18

99
～

19
92

）が
、

地
名

調
査

の
記

録
な

ど
を

び
っ

し
り

と
書

き
込

ん
だ

登
別

の
地

形
図

や
ノ

ー
ト

な
ど

を
紹

介
し

ま
す

。
（小

川
）

ア
イ

ヌ
民

族
は

、
屋

内
で

火
の

神
へ

祈
り

を
捧

げ
た

後
に

、
屋

外
で

先
祖

を
供

養
す

る
儀

式
を

行
い

ま
す

。
こ

こ
で

は
、

火
の

神
へ

祈
り

を
捧

げ
る

際
に

用
い

ら
れ

る
道

具
な

ど
か

ら
屋

内
の

よ
う

す
を

紹
介

し
ま

す
。

（大
谷

、
田

村
）

首
都

圏
、

近
畿

地
方

の
近

現
代

史
文

字
に

記
さ

れ
た

ア
イ

ヌ
語

　
―

18
90

年
ご

ろ
の

北
海

道
庁

の
試

み
─

職
人

の
道

具
と

技
術

 ―
馬

具
・蹄

鉄
―

い
ろ

い
ろ

な
鋸

明
治

期
に

創
業

し
た

丸
井

今
井

や
、

五
番

舘
、

三
越

と
い

っ
た

札
幌

の
百

貨
店

は
、

昭
和

20
年

代
の

終
り

ご
ろ

に
は

市
内

の
す

べ
て

の
小

売
店

の
売

り
上

げ
の

約
４

割
も

の
売

上
高

を
誇

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

こ
れ

ま
で

多
く
の

人
に

親
し

ま
れ

て
き

ま
し

た
。

こ
こ

で
は

、
丸

井
今

井
と

五
番

舘
、

三
越

に
ち

な
む

品
物

を
紹

介
し

ま
す

。
（尾

曲
）

北
海

道
の

カ
タ

ツ
ム

リ
の

い
ろ

い
ろ

リ
ン

ゴ
は

な
ぜ

赤
い

？
　

果
実

と
種

子
の

ヒ
ミ

ツ
に

せ
ま

る
ど

こ
の

ウ
マ

の
骨

で
し

ょ
う

？

3 4 5 6 7

ア
イ

ヌ
民

族
の

伝
統

的
な

お
葬

式
で

は
、

亡
く
な

っ
た

人
が

あ
の

世
で

生
活

す
る

た
め

に
必

要
な

道
具

を
準

備
し

て
持

た
せ

ま
す

。
今

回
は

、
そ

ん
な

道
具

の
中

か
ら

荷
縄

を
紹

介
し

ま
す

。
（大

坂
）

人
々

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
思

い
で

ア
イ

ヌ
語

を
文

字
に

し
て

き
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

文
字

と
し

て
の

ア
イ

ヌ
語

を
、

資
料

を
と

お
し

て
紹

介
し

ま
す

。
（
田

村
）

現
代

の
で

は
、

就
職

や
進

学
、

結
婚

な
ど

を
き

か
っ

け
に

、
北

海
道

の
外

で
暮

ら
し

て
い

る
人

た
ち

が
た

く
さ

ん
い

ま
す

。
明

治
、

大
正

、
昭

和
…

の
ア

イ
ヌ

民
族

の
歴

史
の

中
か

ら
、

首
都

圏
や

近
畿

地
方

な
ど

で
暮

ら
す

人
々

の
歴

史
を

た
ど

り
ま

す
。

（小
川

、
大

谷
）

人
々

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
思

い
で

ア
イ

ヌ
語

を
文

字
に

し
て

き
ま

し
た

。
そ

の
よ

う
な

文
字

と
し

て
の

ア
イ

ヌ
語

を
、

資
料

を
と

お
し

て
紹

介
し

ま
す

。
（小

川
）

1
00

年
ほ

ど
前

に
、

岩
手

県
か

ら
北

海
道

へ
移

り
住

ん
だ

人
び

と
が

、
郷

里
で

親
し

ん
だ

早
池

峰
系

神
楽

を
ニ

セ
コ

町
刈

太
神

社
な

ど
で

舞
い

ま
し

た
。

権
現

様
と

い
う

獅
子

頭
、

演
目

の
内

容
を

記
し

た
神

楽
台

本
な

ど
、

当
時

の
道

具
類

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

（
舟

山
、

村
上

、
池

田
）

手
挽

き
鋸

で
あ

る
、

伐
木

造
材

用
の

鋸
、

色
々

な
面

白
い

形
の

大
工

鋸
、

そ
し

て
動

力
鋸

で
あ

る
チ

ェ
ン

ソ
ー

、
製

材
用

の
丸

鋸
盤

等
を

紹
介

し
て

、
鋸

へ
の

関
心

を
高

め
て

も
ら

い
ま

す
。

伐
木

造
材

用
の

鋸
の

目
立

て
動

画
も

紹
介

し
て

、
鋸

の
手

入
れ

技
術

へ
の

理
解

を
促

し
ま

す
。

（青
柳

、
山

際
、

会
田

）

総
合

展
示

第
３

テ
ー

マ
の

産
業

資
料

展
示

の
な

か
で

常
設

し
て

い
な

い
「職

人
の

道
具

と
技

術
」を

紹
介

し
ま

す
。

第
一

段
は

「馬
具

・蹄
鉄

」職
人

の
道

具
と

技
術

を
取

り
上

げ
、

鞍
、

馬
具

作
り

の
道

具
、

蹄
鉄

、
削

蹄
・装

蹄
道

具
な

ど
を

展
示

し
ま

す
。

（会
田

）



平成２９年度一般普及行事　年間計画

自然観察会 エゾアカガエルの合唱
を聞こう

4月22日(土)10:00
〜12:00

堀繁久・水島未記・表渓
太、濱本真琴・扇谷真知子
（自然ふれあい交流館）

野幌森林公園内（自然
ふれあい交流館集合）

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

企画テーマ展
関連行事

ミュージアムカ
レッジ

最新研究報告―北海道
と極東ロシアのシマフ
クロウ―

4月30日(日)13:30
〜15:30

竹中健氏（シマフクロウ環
境研究会代表）、表渓太

講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

80名（先着）

企画テーマ展
関連行事

自然観察会 「あなたの街のコウモ
リの森」in野幌森林公
園

5月20日(土)17:00
〜19:30

中島宏章氏（フリーランス
写真家）、堀繁久、水島未
記、表渓太

講堂（講演会）
野幌森林公園内博物館
近く(観察会）

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

講演会 「昆虫写真家 海野和男
の生きもの写真のスス
メ」

5月28日(日)13:30
〜15:30

海野和男氏（生きもの写真
リトルリーグ実行委員長）

講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

50名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

縄文土器をつくる(全2
回)

第1回：つくる　6
月4日(日)10:30〜
15:30
第2回：焼く　6月
25日(日)10:30〜
15:30

右代啓視・鈴木琢也 第1回:講堂
第2回：江別市セラ
ミックアートセンター

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

学校をつくる─近代北
海道のアイヌ民族によ
る小学校設置の取り組
み─

6月11日(日)13:30
〜15:30

小川正人 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

自然観察会 「北海道フラワーソ
ン」に参加しよう!

6月18日(日)10:00
〜12:00

堀繁久・水島未記・表渓
太、濱本真琴・扇谷真知子
（自然ふれあい交流館）

野幌森林公園内（自然
ふれあい交流館集合）

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

石器をつくる 7月9日(日)10:30
〜15:30

本吉春雄氏（湧別川流域史
研究会）、右代啓視・鈴木
琢也

北海道博物館正面入口
の西側広場(雨天の場
合正面入口付近あるい
は講堂)

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

特別イベント 北海道ジオパークまつ
り2017

7月15日(土)10:00
〜16:30

道内ジオパーク関係者（調
整：栗原憲一）

講堂 どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

なし

特別展関連行
事

講演会 一途一心の野球道（み
ち）

7月16日(日)13:30
〜15:30

山崎夏生氏（NPB審判技術
委員）

講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

80名（先着）

特別展関連行
事

ちゃれんが子ども
クラブ

ちいさな野球盤づくり 7月22日(土)13:30
〜15:00

村上孝一・舟山直治 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

30名（先着）

特別展関連行
事

ミュージアムカ
レッジ

明治・大正・昭和の日
記に見る北海道と野球

7月30日(日)13:30
〜15:30

三浦泰之 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

トノサマバッタを追い
かけよう

8月5日(土)10:00
〜12:00

堀繁久・水島未記・表渓
太、濱本真琴・扇谷真知子
（自然ふれあい交流館）

野幌森林公園内（自然
ふれあい交流館集合）

子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

特別展関連行
事

講演会 日本野球界の現状と課
題 ～野球王国北海道を
目指して

8月6日(日)13:30
〜15:30

柳俊之氏（NPO法人北海道
野球協議会理事長）

講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

特別展関連行
事

ちゃれんが子ども
クラブ

フェルトで野球のバッ
トとボールのストラッ
プをつくろう

8月19日(土)13:30
〜15:00

会田理人 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

特別展関連行
事

ミュージアムカ
レッジ

樺太全島野球大会 8月27日(日)13:30
〜15:30

会田理人 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

トコロテンの不思議 9月2日(土)13:30
〜15:00

会田理人・尾曲香織 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

特別展関連行
事

特別イベント 博物館寄席「北海道 野
球の歴史で ございま
す」

9月3日(日)13:30
〜15:00

講談：荒到夢形氏（講釈
師）、案内役：下斗米哲明
氏（歴史研究家）

講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

特別展関連行
事

講演会 北海道高等学校野球連
盟70周年を迎えて

9月10日(日)13:30
〜15:30

田中俊一郎氏（一般財団法
人北海道高等学校野球連盟
会長）

講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

アンモナイトを解剖し
よう

9月16日(土)13:30
〜15:00

栗原憲一・圓谷昂史 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

特別展関連行
事

講演会 ブラバン応援　もうひ
とつの夏の闘い

9月17日(日)13:30
〜15:30

梅津有希子氏（ライター） 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

特別展関連行
事

ミュージアムカ
レッジ

全道樺太実業野球大会 9月24日(日)13:30
〜15:30

会田理人 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

自然観察会 木の実・草の実のヒミ
ツをさぐろう

10月7日(土)10:00
〜12:00

堀繁久・水島未記・表渓
太、濱本真琴・扇谷真知子
（自然ふれあい交流館）

野幌森林公園内（自然
ふれあい交流館集合）

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

アンモナイトのレプリ
カをつくろう

10月7日(土)13:30
〜15:00

圓谷昂史・栗原憲一 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

アイヌ民族の編みもの
をつくる－エムシアッ
の技術でブレスレット
－

10月22日
(日)10:30〜15:30

大坂拓 講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

30名（先着）

特別イベント ミュージアムコンサー
ト
アイヌ音楽ライブ

11月3日(金・
祝)12:00〜13:00

MAREWREW（マレウレウ） 記念ホール どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

100名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

アイヌ音楽 うたおう・
おどろう・ならそう・
ひこう

11月11日
(土)13:30〜15:00

甲地利恵 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

アイヌ民族の刀帯－そ
の変化を探る

11月19日
(日)13:30〜15:30

大坂拓 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

稲わらで縄をつくっ
て、長なわとびに挑
戦！

11月26日
(日)13:30〜15:30

池田貴夫・舟山直治 講堂 どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

江戸時代の日露紛争・
フヴォストフ事件を読
む

12月3日(日)13:30
〜15:30

東俊佑 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

担当・講師 会場・実施場所 対象 定員開催日時展示会関連 カテゴリー 名称（25字以内）



ちゃれんが子ども
クラブ

文字であそぼう♪　消
しゴムはんこづくり

12月9日(土)13:30
〜15:00

春木晶子・三浦泰之・水島
未記

講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

30名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

博物館で新年祈願!?
日本の画材で絵馬づく
り

12月17日
(日)13:30〜16:00

春木晶子・三浦泰之・水島
未記

講堂 どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

30名（先着）

特別イベント 博物館のバックヤード
を見てみよう

12月23日(土・祝)
1月8日（月・祝）
①11:00〜12:00
②13:00〜14:00

杉山智昭・山際秀紀 収蔵庫・ボイラー室・
保存処理室・展示場ほ
か（会議室集合）

やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

各回10名（先
着）

古文書講座 はじめての古文書講座
①入門編（全3回）

1月7日(日)・21日
（日）・2月4日
（日）
13:30〜15:30

東俊佑 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

いのりのしるし？　絵
馬づくりにチャレンジ

1月13日(土)13:30
〜15:00

春木晶子・三浦泰之 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

30名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

1882年4月、襟裳岬近く
で難破した英国船

1月14日(日)13:30
〜15:30

山田伸一 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんがワーク
ショップ

太古の絶滅生物・アン
モナイトの復元

1月28日(日)13:30
〜15:30

栗原憲一・圓谷昂史 講堂 どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

雪のなかで宝さがし 2月10日(土)13:30
〜15:00

舟山直治・池田貴夫 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

古文書講座 はじめての古文書講座
②続編（全3回）

2月18日(日)・3月
4日（日）・18日
（日）13:30〜
15:30

東俊佑 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

自然観察会 雪の森で足跡を探そう 2月24日(土)10:00
〜12:00

堀繁久・水島未記・表渓
太、濱本真琴・扇谷真知子
（自然ふれあい交流館）

野幌森林公園内（自然
ふれあい交流館集合）

どなたでも（小
学生以下は保護
者同伴）

40名（先着）

企画テーマ展
関連行事

アイヌ語講座 見てみよう！　カムイ
とアイヌの物語

2月24日(土)13:30
〜15:30

遠藤志保・大谷洋一（※講
師は追加の可能性あり：ア
イヌ民族博物館職員など）

講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

80名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

野幌周辺の動植物を探
る～化石から現在まで
～

2月25日(日)13:30
〜15:30

水島未記・添田雄二・表渓
太・圓谷昂史

講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

ちゃれんが子ども
クラブ

アイヌ語であそぼう！ 3月3日(土)13:30
〜15:00

田村雅史、大谷洋一 講堂 子ども向け（小
学生／中学生、
小学生以下は保
護者同伴）

40名（先着）

企画テーマ展
関連行事

アイヌ語講座 見てみよう！　カムイ
とアイヌの物語

3月10日(土)13:30
〜15:30

遠藤志保・大谷洋一（※講
師は追加の可能性あり：ア
イヌ民族博物館職員など）

講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

80名（先着）

企画テーマ展
関連行事

講演会 アイヌの物語世界 3月17日(土)13:30
〜15:30

中川裕（千葉大学文学部教
授）

講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）

企画テーマ展
関連行事

アイヌ語講座 見てみよう！　カムイ
とアイヌの物語

3月24日(土)13:30
〜15:30

遠藤志保・大谷洋一（※講
師は追加の可能性あり：ア
イヌ民族博物館職員など）

講堂 やや大人向け
（小学生以下は
保護者同伴）

80名（先着）

ミュージアムカ
レッジ

アイヌ音楽を知らない
人のための　アイヌ音
楽入門講座

3月25日(日)13:30
〜15:30

甲地利恵 講堂 大人向け（中学
生以上）

80名（先着）


